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要約  

本校国語科では、新学習指導要領の実施を踏まえ、平成15年度より、「『伝え合う力』とは何か」をテーマとし  

て、指導法の検討・実践等を行っている。   

本研究では、教材の選択や取り扱い方、生徒の学習活動等を様々な角度から捉え直し、「伝え合う力」という観  

点をどのような形で授業に取り込むことができるかを検討することを目的としており、従来の教材やその実践につ  

いての再検討や、これまでにはあまりなされることのなかったスタイルの授業実践の試行を行っている。一昨年度、  

昨年度に続き、今年度は平成17年度の教育研究会での公開授業である、「翻案による戯曲づくり」（中学）、『堤中納  

言物語』「貝合」（高校）の授業実践について報告する。  

キーワード：古文■戯曲  

く」「読む」活動が行われているはずである。その  

ように考えれば、右の素朴な引き算は無意味であ  

ることが分かる。「伝え合う」学習というと、文章  

の感想を話し合ったり、討論をしたりというよう  

な「話す・聞く」学習が先ず思い浮かぶが、「伝え  

合う」教室では、「話すこと・聞くこと」と「書く  

こと」「読むこと」が同時に行われるのである。「伝  

え合う力」は「話す・聞く」活動でのみ高められ  

るのではない。むしろ「伝え合う」ためには「読  

むこと」を重視すべきである。   

「読むこと」の学習で「伝え合う」力を育てる  

ために、今回は次の二つの方針を立てた。  

① 発表を前提として、目的を持って文章を読む。  

② 書かれたものを声に出して読む機会を増やす。   

「読む」学習を、「書くこと」「話すこと・聞く  

こと」に結びつけることが肝要である。そのため  

には、演劇を国語の授業に取り入れることが有効  

である。   

本稿では、翻案により短い戯曲を作成して発表  

することを目的にして「読むこと」の学習を深め  

1中学一翻案による戯曲づくり   

一伝え合う力を育てる「読む」学習指導の実践－  

1．1「伝え合う力」と「読むこと」   

「読むこと」は国語に限らず学習の基本を形づ  

くる活動である。しかし、国語の時間内で「読む  

こと」に充てられる時間数は決して多くはない。  

現行の学習指導要領では「話すこと・聞くこと」  

には十分の一～二程度、「書くこと」には十分の二  

～三程度を充てることとされている。書写に割く  

時間を考慮すると、「読むこと」には、中一で十分  

の三～五、中二で十分の四～六程度の時間しか与  

えられない。いくら現場の授業が文章の読解に偏  

りがちであるとはいえ、これでは「読むこと」学  

習が十分にできないと考えられるかもしれない。  

もちろん、それは誤解である。   

「伝え合う」学習は双方向の活動である。「話す」  

「書く」という活動は、「聞く」「読む」という活  

動と表裏の関係である。「伝え合う」教室で「話す」  

「書く」活動が行われているときは、同時に「聞  

Whatis‘Tsutae－auChikara，？  

・howtoencourageauralinteractionintheclassroom－  
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ることを試みた。  

1．2 翻案による戯曲づくりのねらい   

一九九八年の教育課程審議会答申に依れば、中  

学校段階で育成すべき言語能力は「社会生活に必  

要な」言語能力である（小学校の項には、「日常生  

活に必要な」とある）。つまり、身の回りの日常的  

な人間関係だけでなく、多様化・国際化・高齢化  

が進む社会の中で、互いの立場を尊重しながら伝  

え合う能力が必要となるのである。しかし、生徒  

を取り巻く人間関係は、多くの場合、地域的にも  

限られた、家族と、ほぼ同年齢の友人たちと、学  

校以外の社会経験を持つことが少ない教師の間で  

形成されている。このような環境の下では、仲間  

内のおしやべりは得意になっても、先に述べたよ  

うな意味での社会的対話能力のある生徒はなかな  

か育たない。   

戯曲は通常、登場人物の会話によって成り立っ  

ているが、ただ会話を並べれば戯曲として成立す  

るわけではない。戯曲は観客に対し、登場人物の  

会話を通して、場面や状況などの情報、人物の心  

情やテーマ（あれば、の話だが）などを伝えなけ  

ればならない。「仲間内のおしやべり」では、互い  

に了解されていることには言及しないのが普通だ  

から、必要なことがらが観客に伝わらない。戯曲  

は構造的に、仲間ではない、立場の異なる他者の  

●登場を必要としている。前述のような環境で暮ら  

す中学生には、戯曲を扱うことはよい社会的対話  

の練習になる。   

「伝え合う」学習を行うときに困るのは、生徒  

がなかなか本音を表さないことである。均質な集  

団に囲まれた生徒は周囲から浮くことを恐れ、他  

人と違う立場を明らかにして表現することに臆病  

である。そのため、形式的で予定調和的なやりと  

りで学習が終始することも少なくない。その点、  

戯曲はフィクションであるから、何を表現しても  

現実の生活には影響を与えない。逆説的に言えば、  

嘘だと言うことにして、生徒は何の心配もなく本  

音を表現することができるのである。これも演劇  

を取り入れた授業を行うことの利点である。   

しかし、これまで実践された戯曲作りの授業は  

あまり成功しているとは言い難い。生徒が書く戯  

曲のせりふはどうしても生徒の日常のことばを出  

発点にせざるを得ないが、喜怒哀楽をすべて「萌  

え」と「萎え」の二語で表してしまうような現代  

の中学生のことばで学習が止まるなら、とても国  

語の授業として意義あるものとはいえないだろう。   

今回、戯曲作りに翻案という方法を取り入れた  

のは、評価の定まった文学作品を下敷きにして、  

日常生活の次元を超えたことばの学習をしたいと  

いう思いによる。翻案をするためには、下敷きに  

なる作品をよく読んで理解し、再構成するという  

学習が必要となる。今回の授業で「読むこと」の  

力が、表現を成功させる源となることを生徒に体  

感させたいと考えた。  

1．3 学習の目横と計画   

今回は、古文「平家物語」の「足摺」を教材と  

し、原文を読解した後で、教材を翻案して短い戯  

曲を作ってリーディング発表を行うという授業計  

画を立てた。「足摺」は、謀反が露見し、鬼界が島  

に流された三人の罪人のうち、基経・康頼の二人  

には赦免状がもたらされるが、俊寛一人が取り残  

されるという、有名な場面である。能や歌舞伎、  

菊池寛・芥川龍之介の小説、倉田百三から斎藤憐  

に至る現代戯曲など、さまざまな形で翻案され、  

受容されている。   

なお、リーディングとは、本来、製作過程の戯  

曲の検討などに使う手法で、単に朗読するだけで  

なく、人物同士の関係に注意しながら最小限の身  

振りもつけて戯曲を読む。最近はそのような形態  

を取る演劇公演も見られる。  

● 対象学年 中学二年生 四○名×三学級  

● 学習目標   

① 教材をもとに読書をして適切な材料を集め、  

ものの見方・考え方を広める。   

② 場面・立場・目的に応じた表現・構成を工  

夫する。   

③ 戯曲創作過程の話し合いを通じて、異なる  

ものの見方、考え方に触れ、相手の立場を尊  

重しながら摺り合わせをする。   

④リーディングを通じて、作品の内容や人物  

の関係に注意した読み方を工夫する。  

● 学習計画   

①（二時間）教材「足摺」を音読し、俊寛が赦   

免状を見たときの様子や、一人残された後の   

JL、情がどのように措かれているかを読み取る。   

②（夏休みの課題）いわゆる「俊寛物」の文学   

作品を一つ選んで、「平家物語」との違い、あ  

ー 6 －   



らすじ、感想をまとめる。   

③（一時間）日常のことばをせりふに書いてみ  

る。全員が簡単な作品を作りグループ毎に代  

表作を決めて発表する。   

④（一時間）戯曲の構造について学習し、場面  

や登場人物を設定する。   

⑤（一時間）戯曲を発想するためのワークショ  

ップ   

⑥（二時間）個別の戯曲作り、班毎に代表作を  

選び発表。   

⑦（一時間）リーディングのワークショップ。   

⑧（二時間）各班の代表作を推敲して、リーデ  

ィング。   

⑨（学期末の特別授業期間）学級毎にリーディ  

ング発表会、組代表を決めて、三学級代表の  

合同発表会。  

1．4 学習の様子と今後の課題   

⑤と⑦では、外部講師としてそれぞれ劇作家・  

俳優（注）にお願いして、一時間ずつのワークシ  

ョップを行った。   

⑤のワークショップは、次のように展開された。  

1．生徒を五人ずつの班に分け、映画「俊寛」の予   

告という設定で、一分のコマーシャルを作り発   

表する。  

2．次に、「ディズニーランド」「金魚すくい」「赤   

ちゃん」など「俊寛」と無関係のキーワードを   

班毎に与え、作品を作り直して発表する。   

一回目の発表では、俊寛が舟に乗れず一人残さ  

れる場面をそのままに表現するだけの班が多かっ  

た。ところが、二回目の発表では、どの班も表現  

の幅が劇的に拡がっていた。例えば「ディズニー  

ランド」をキーワードにした班は、次々にやって  

くるアトラクションの舟に、成経、基康が順に乗  

り、俊寛の番になって身長制限に引っかかって乗  

れなくなる、というシーンを作った。「平家物語」  

の俊寛は、残された浜辺で「足摺」をして「やれ  

乗せてゆけ」と喚く。俊寛という人物が究極の場  

面で発露した幼児性・を、ディズニーランドという  

設定を生かして措いていた。読むということは、  

単に字面の意味を理解したり置き換えたりするこ  

とではない。戯曲作りの過程で、「俊寛」とはどう  

いう物語なのかを、何度も教材に立ち返り、読み  

込んで考える様子が見られた。「読むこと」が表現  

に生かされるだけでなく、表現を通じて読みが深  

化してゆく。演劇を取り入れると、「読むこと」と  
他の言語活動のすべてが有機的につながる学習が  

できる。   

今回は、宿題などを除いて十時間の学習計画を  

立てた。しかし、授業時間の少ない現場でまとま  

った時間を取ることは難しい。このような学習が  

年間の授業計画の中でよりスムーズに取り扱える  

よう、今後の展開を考えたい。  

（注）今回の授業は、劇作家・演出蒙のわたなべ  

なおこ氏、俳優の山内顕健司氏、ワークショップ  

コーディネーター吉野さつき氏の協力を得た。   

なお本稿は『教育科学国語教育2005年12月号』  

の原稿を加筆修正したものである。  

2 高校－『堤中納言物語』「具合」  

2．1 はじめに   

「伝え合う力を育てる」といっても古文の授業  

内でそうしたことを扱うのは難しい。「文章を書  

く」ということを書き手の立場に立って考え意識  

するということを少しでも授業を進める上で意識  

させたいと考えて、仮名で文章を書くとはどうい  

うことだったのかを、文章史を辿る形で一年間の  

授業を作ることを試みている。このことはひいて  

は、口頭言語として意識されていた日本語を自由  

に書きつづれるようになっていき、書記言語とし  

て完成していく過程を理解することにつながり、  

現代日本語を用いてものを書くという生徒個人の  

書記についての意識をはぐくむことにもつながる  

と思われる。『万葉集』『古事記』『竹取物語』『伊  

勢物語』『土佐日記』『かげろふ日記』『枕草子』と  

いった作品を辿って読んでいき、二学期末は『堤  

中納言物語』「貝合」を、流暢に仮名文が扱えるよ  

うになった時期の作品として読み、それらのまと  

めとする授業として計画立案した。（三学期には  

『源氏物語』を扱う予定）。  

2．2 公開授業の報告  

授業者 本校国語科 福田 孝  

（日 時）  2005年11月25日（金）  

第2校時  

（授業クラス）  高校2年2組 男子40名  

（研究テーマ）   伝え合う力を育てる（古文）  

（教 材）  『堤中納言物語』「貝合」  

（本文は講談社学術文  
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までを読み、「上の御方の姫君」が敵方とし  

てどのように描かれているかを理解する。  

第五時 「このありつるやうなる童、…」～「…  

など言ひ合へるはをかし」（プリント短編  

物語7）までを読み、「この姫君」方がどの  

ように貝合の勝利を願っているか・「蔵人の  

少将」が観音として振る舞っている様子を  

理解する。掛詞など和歌の技法を理解する。  

第六時 「「疾く帰りて、いかでこれを…」～「…  

いとをかしくて見ゐ給へり、とや。」（プリ  

ント 短編物語8■9）までを読み、「蔵人の  

少将」がどのように自分の貝を姫君の所に  

持ち込んだかを理解する。まとめとして、  

この短編の題名を考出させつつ、「蔵人の少  

将」は名前も出自も示されていないこと・  

物語の要となるはずの貝合の結果も書かれ  

ていないことを理解し、このあとどのよう  

に展開するかを推測しつつ、仮名で文章を  

書くことに慣れたゆえに書かないことによ  

る効果を案出することができるようになっ  

たことを理解する。また継子物語の系譜に  

連なる作品であることを理解し、平安期に  

この系譜の物語が好まれたことを物語とい  

うジャンルの性質から理解する。  

［指導の目標］  

】一 古典に触れて昔の人の考え方などを読み取り、   

わが国の伝統文化について理解する。  

二 『堤中納言物語』「貝合」を読むことで仮名で   

善かれた文章に読み慣れ、平安期の短編物語の   

特色を理解する。三 古文学習に必要な基礎的   

事項を学び、読解力や鑑賞力を身につける。  

［本時の計画］   

A．目標  

「このありつる童、…」～「うち見まわして   

渡りぬ」（プリント 短編物語6）までを読み、   

人間関係を理解しながら敵方「上の御方の姫君」   

が物語のなかでどのように描かれているかを理   

解する。  

二 物語の表現を通して人間関係や性格付けを   

読み取れるようにする。  

三 古文に特有の表現方法を理解する。  

庫版を適宜改めて使用）  

［教材設定の理由］   

『堤中納言物語』「貝合」は授業で扱われること  

の少ない作品であるが、古文学習に必要な、基礎  

的知識事項（寝殿造りの様相、和歌の詠まれ方、  

月の呼称、など）を学習できる点・ストーリー展  

開に興味を抱ける点・古文独特の言い回しに触れ  

られる点があること、あるいは「表現も生き生き  

しており、構成も緊密で、短編としての要素を完  

全に備えた傑作の一つ」（角川文庫本）とも言われ  

ていることからも、高二の古文学習のまとめ期に  

読む教材としてはふさわしい文章であるとも思わ  

れ、今回の教材として設定した。  

［授業展開］ 全六時間  

第一時 冒頭「長月の有明の月に…」～「…さへ  

づりかけて去ぬべく見ゆめり」（プリント  

短編物語1・2）までで、名前の知れない貴  

公子が晩秋早朝に京内をさ迷い、童べたち  

が出入りする家を発見するに到る経緯を理  

解する。そのさい長い一文は「用言の連体  

形＋に、」の部分で切ると読みやすくなるこ  

とを理解する。  

第二時 「をかしければ「何事の…～頬杖をつき  

て、いともの嘆かしげなり。」（プリント 短  

編物語3・4）までで、なぜ「八つ九つばか  

りなる女子」が忙しそうに振る舞っている  

のか（＝「この姫君」と「上の御方の姫君」  

との貝合の競合が明日ある）を理解し、「蔵  

人の少将」が垣間見をしている位置を寝殿  

造りと関係させながら理解する。そのさい  

「言へば」といったような「…ば、」の部分  

が会話のやり取りの区切り目になっている  

ことを理解する。  

第三時 「「何事ならむ」と「心苦し」と見れば、  

…」～「…をかしと見るほどに、」（プリン  

ト 短編物語5）までを読み、「この姫君」  

と「上の御方の姫君」との人間関係・「十ば  

かりなる男」の子がどういう存在であるか  

を理解する。またここでも長い一文は「用  

言の連体形＋に、」の部分で切ると読みやす  

くなることを理解する。  

第四時（本時）「このありつる童、…」～「うち見  

まわして渡りぬ」（プリント 短編物語6）  
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B．展開  

・本文朗読  

前時の復習をし、プリント短編物語6の本文   

を音読する。  

・前時に読んだプリント短編物語5の内容を思い   

出させ、人間関係を系図として板書して理解さ   

せる。   

そのうえで、本文中「母のおはせましかば」   

を読解して、「十ばかりなる男」が「この姫君」   

とどういう関係にあり、この姉弟がどういう境   

遇にあるのかを理解させる。  

・内容把握   

（a）まず「東の御方」が既出の誰にあたるの  

かを理解する。  

・前時にも板書した寝殿造りの図を用いながら人   

物の位置関係を復習するとともに、「東の御方」   

という呼び方から彼女がどこに住まいしている   

のかを理解させる。  

・一文が長い場合には、「用言の連体形＋に」で文   

が大きく切れることを再確認して、読解の助け   

とする。  

・また、「塗り龍めたる所」として出てくる「塗寵」   

がどのようなものであるかも理解させ、「つれな   

し」の語義を確認してどのようなさまを「童」   

がしていたのか理解させる。   

（b）次に「東の御方」の容貌の描き方を理解  

する。  

・季節に合わせた色の着物を着るのが普通であっ   

たところから着物の「あはひ」があっておらず   

身だしなみがよくないこと・美人の要件であっ   

た「髪」が「丈に少し足らぬ」と書かれている   

ところから美人とは言えず、こちらの「姫君」   

と比べて「こよなくおくれたる」と書かれてい   

ることなどを理解させる。  

・そのおりに、同格の「の」を使わず、、はさみ込   

み（挿入句）で述べられて人物の描写が提示さ   

れていることを確認する。また、「ふくだむ」の   

語の意味を確認して、着物の着方としてどのよ   

うな様子なのかも確認する。   

（c）「束の御方」の発言内容から彼女の性格を  

理解する。  

・発言内容を理解した上で、それが嫌みなもので、   

そこから性格もあまり良いようには描かれてい   

ないことを理解させる。後出の「いみじうした   

り顔」という表現とも関係させる。  

・そのおりに「若君の持ておはしつらむは」の   

「む」の下に名詞を補わせたうえで、内容を理   

解させる。また、「たゆむ」「すかす」「つゆ」「さ   

りぬべからむ物」「したり顔」といった誤の意味   

を確認する。   

（d）「東の御方」の容貌・発言から「蔵人の少  

将」がどのように感じ思うようになった  

かを理解する。  

・そのおりに、「てしがな」「そぞろなり」といっ   

た語の意味を確認する。   

（e）「この（姫）君」の返事の内容を理解する。  

・「ここにも」の「も」の意味を理解し、「若君は   

何をか」の後ろに補うべき言葉を理解させたう   

えで、「この（姫）君」がどのように描かれてい   

るのかを理解する。   

（f）「うち見まはして渡りぬ」の文意を理解す  

る。  

・主語を補わせて、「うち見まはし」たのはなぜか   

を理解させる。  

・まとめ  

「この姫君」と対比的な「束の御方」の描き   

方をまとめ、次回のプリントを配布し、次回か   

らどのように物語が進展するようになるのかを   

推量させる言葉を述べる。  

2．3 今回の試みについての検討   

以前からこの紀要の報告で書いていることであ  

るが、国語の時間数が減っている現状において、  

教科書に載っている古文教材をそのまま安易に授  

業で使っていくのでいいのかどうかは検討が必要  

であると思っている。教科書に載っている教材は  

分量が限られるため、また全文が教科書に載って  

いてどのような結末になるかは提示されているた  

め、今回のように成る程度量のある短編物語を、  

九枚のプリントに分けて一時間ごと数枚を読み進  

めて、時間ごとにストーリーを追っていく授業を  

作ることは難しい。教材が持つ面白さで生徒に興  

味を抱かせる授業展開があっても良いのではない  

かと思う。『堤中納言物語』は伝本に恵まれず、問  

題を抱える本文が多いため、高校生用の教材とし  

てストレートに使用することが可能かどうか疑問  

は残るが（たとえば「虫めづる姫君」は扱いたい  

と思っても、どの注釈書に拠っても満足な本文を  

提供できない憾みが残る）、今回用いた「貝合」は  

その中では本文に問題が少ない方であり、高校二  
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年生レベルで扱いたい、文法的なこと・古文独特  

の言い回しに触れられる点など、ストーリー展開  

に起伏が乏しいところもあるが、高校の教室で扱  

うのに適した点を持っている。   

また、描写が細かくない『伊勢物語』や『土佐  

日記』などでは具体的なイメージを抱けず生徒は  

ただ字面の理解に終始しがちなのに対して、細か  

な描写がなされているため、寝殿造りなどの予備  

知識を提示してやれば、イメージしやすいものと  

も思われる。［教材設定の理由］にも書いたように、  

「仮名で文章を書くとはどういうことだったのか  

を、文章史を辿る形で一年間の授業を作ることを  

試み」るうえでは、平安時代のこの時期になって、  

こうした描き方ができるようになっていることを  

生徒に理解させるのは大事な点であると思う。ま  

たその意味で、「伝え合う力を育てる」というこ  

とに関しても、何がどのように播かれているのか、  

或は、描けるようになっているのか、ということ  

を、イメージをふくらませながら古典作品を読解  

していくことに役立つ部分があると思う。   

とは言うものの、ストーリー展開に起伏が乏し  

い点で、十分に生徒を引きつける教材とはなりえ  

なかったとは思う、以上のような観点から「貝合」  

以上にふさわしい教材をもう少し吟味していきた  

い。  

【参考文献】  

1．原鉄雄『堤中納言物語』新潮日本古典集成  

2．岸徳平『堤中納言物語』角川文庫  

3．田利夫『堤中納言物語』旺文社文庫  

4．木一雄『堤中納言物語序説』桜楓社  

5．辺実『平安朝文章史』ちくま学芸文庫  

3 結びにかえて   

新学習指導要領もすでに実施から4年が経過し、  

当初はある目新しさをも感じさせた「伝え合う力」  

という言葉も、かなり浸透してきているものと思  

われる。   

本研究ではこの3年間に、合わせて6本の授業  

実践を報告してきた。それらは、いずれも「伝え  

合う力」というテーマを意識しながら、各担当者  

がそれぞれのスタイルで取り組んだ授業報告であ  

り、従来の授業形式そのままではなく、何らかの  

形での工夫がなされている。それは、生徒の発表  

形式の中で詩歌の鑑賞を行うことであったり、古  

文教材の扱い方への新しい切り口であったり、  

劇・戯曲の創作といった余り例を見ない取り組み  

であったりした。   

もちろん工夫すべきことは多く残されており、  

また子どもたちの「生きる力」を考えるに際して、  

当然必要となる「伝え合う力」の重要性は、現代  

の、コミュニケーションの必要性が叫ばれる一方  

で人間同士のつながりの希薄化が加速しつつある  

かのような状況の中では、ますます高まっている  

に違いない。   

答申も近いと聞く指導要領の改訂後も、今回の  

取り組みが軽視される方向に行くことはないであ  

ろう。今後もこれまでの取り組みをさらに深めつ  

つ、あるべき国語教育の姿を模索していきたい。  
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な
ど
押
し
重
ね
た
る
、
頬
杖
を
つ
き
て
、
い
と
も
の
嘆
か
し
げ
な
 
 
 

る
。
 
 

見
も
つ
け
ら
れ
た
ら
ば
、
よ
し
な
か
る
ぺ
き
わ
ぎ
ぞ
か
し
 
 
 

妻
戸
1
寝
殿
造
り
の
建
物
の
四
隅
に
あ
る
両
開
き
（
観
音
開
き
）
の
戸
を
い
う
。
萩
♯
－
表
が
蘇
坊
、
轟
が
育
。
 
 
 

紫
苑
色
－
表
が
＃
紫
で
、
‡
が
青
。
 
 
 

高
二
〇
5
 
「
古
文
」
（
福
田
）
 
プ
リ
ン
上
二
十
五
 
短
編
物
語
才
 
 

、
つ
つ
く
し
 
 

ひ
が
ひ
が
し
 
 

ヤ
う
や
う
 
 

よ
し
な
し
 
 

き
び
は
な
り
 
 

あ
り
つ
る
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十
ば
か
り
な
る
男
の
、
…
同
じ
や
う
な
る
 
い
か
に
せ
さ
せ
給
は
む
ず
ら
む
 
い
と
か
く
は
息
は
ぎ
り
し
を
 
こ
 
 

と
ご
と
し
く
こ
そ
も
と
め
鎗
ふ
な
れ
 
な
ど
か
も
と
め
給
ふ
ま
じ
き
 
母
の
お
は
せ
ま
し
か
ば
、
あ
は
れ
か
く
は
 
 

朽
葉
の
狩
衣
－
表
朽
葉
色
、
轟
＃
紅
ま
た
は
黄
の
襲
の
色
目
の
、
活
動
者
。
 
二
藍
－
藍
と
紅
の
中
間
色
。
 
 

承
香
殿
の
御
方
－
宮
中
の
承
香
殿
に
局
を
構
え
て
い
る
女
御
か
更
衣
。
 
厳
重
の
御
方
－
宮
中
の
飛
香
舎
（
通
徹
 
 

藤
壷
）
 
に
局
を
構
え
て
い
る
中
宮
か
女
御
。
 
内
大
臣
毀
の
上
－
内
大
臣
の
北
の
方
。
「
上
（
継
母
）
」
の
姉
妹
か
．
 
 

高
l
一
〇
5
 
「
古
文
」
 
（
福
田
）
 
プ
リ
ン
ト
三
十
六
 
鰹
編
物
語
5
 
 

モ
の
∴
こ
く
ち
ば
 
 

と
モ
 
 

「
何
事
な
ら
む
」
と
「
心
音
し
」
と
見
れ
ば
、
十
ば
か
り
な
る
男
の
、
朽
兼
の
狩
衣
・
 
 
 

†
す
り
 
 

ふ
た
あ
ぁ
善
し
ぬ
さ
 
 

二
藍
の
楷
貫
、
し
ど
け
な
く
着
た
る
、
同
じ
や
う
な
る
、
わ
づ
か
に
、
硯
の
箱
よ
 
 
 

し
た
ん
 
 

り
は
見
劣
り
な
る
紫
檀
の
箱
の
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
に
、
え
な
ら
ぬ
見
ど
も
を
入
れ
 
 
 

く
ま
 

そ
さ
ヤ
う
で
ん
 
 

て
、
持
て
寄
る
。
見
す
る
ま
ま
に
、
「
息
ひ
寄
ら
ぬ
隈
な
く
こ
そ
。
承
香
殿
の
御
方
 
 

な
ど
に
参
り
て
聞
こ
え
さ
せ
つ
れ
ば
、
こ
れ
を
ぞ
求
め
得
て
侍
り
つ
れ
ど
、
侍
従
の
君
 
 
 

た
ま
は
 
 

た
い
ふ
 
 

の
語
り
侍
り
つ
る
は
、
r
大
輔
の
君
は
、
藤
泰
の
御
方
よ
り
い
み
じ
く
多
く
賜
り
に
け
 
 
 

く
L
▼
■
 
 

り
j
と
て
、
残
る
隈
な
く
い
み
じ
げ
な
る
を
。
い
か
に
せ
さ
せ
姶
は
む
ず
ら
む
と
、
遭
 
 

こ
 
 

の
ま
も
息
ひ
ま
う
で
来
つ
る
」
と
て
、
顔
も
つ
と
赤
く
な
り
て
青
ひ
ゐ
た
る
に
、
い
と
 
 

ど
姫
君
も
心
細
く
な
り
て
、
「
な
か
な
か
な
る
事
を
言
ひ
は
じ
め
て
l
ナ
る
か
な
。
い
と
 
 

か
く
は
息
は
ぎ
り
し
を
、
こ
と
ご
と
し
く
こ
そ
求
め
給
ふ
な
れ
」
と
の
た
ま
ふ
に
、
 
 
 

う
ち
め
お
■
l
い
と
の
 
 

た
て
士
つ
 
 
 

「
な
ど
か
求
め
給
ふ
ま
じ
き
。
上
は
内
大
臣
殿
 
の
上
の
御
も
と
ま
で
ぞ
、
帝
ひ
に
 
 

奉
 
り
給
ふ
と
こ
そ
は
嘗
ひ
し
か
。
こ
れ
に
つ
け
て
も
、
母
の
お
は
せ
ま
し
か
ば
、
 
 
 

あ
は
れ
か
く
は
」
と
て
、
涙
も
落
と
し
つ
べ
き
け
し
き
ど
も
、
を
か
し
と
見
る
ほ
ど
に
、
 
 

あ
は
れ
 
 

つ
と
 
 

い
と
ど
 
 

な
か
な
か
な
り
 
 

こ
と
ご
と
し
 
 

し
ど
け
な
し
 
 

い
み
じ
け
な
り
 
 

カ
h
二
こ
h
 
 

塗
り
篭
め
た
る
所
－
屋
内
に
設
け
て
あ
る
物
置
、
押
し
入
れ
の
よ
う
な
部
屋
。
通
称
「
塗
籠
」
。
 
 
 

な
ど
見
え
ぬ
 
 

せ
て
し
が
な
 
 

ゐ  

ひ
ん
が
し
お
■
l
む
か
た
 
 

こ
の
あ
り
つ
る
童
、
「
 
東
 
の
御
 
方
、
渡
ら
せ
給
ふ
。
そ
れ
隠
さ
せ
給
へ
」
と
嘗
へ
 
 
 

み
な
 
 

ぬ
こ
 
 

ば
、
塗
り
観
め
た
る
所
に
昔
取
り
置
き
つ
れ
ぼ
、
つ
れ
な
く
て
居
た
る
に
、
は
じ
め
の
 
 
 

ヤ
ま
■
さ
こ
う
ば
い
う
ナ
く
ち
ば
 
 

君
よ
り
は
少
し
お
と
な
び
て
や
と
見
ゆ
る
人
、
山
吹
・
虹
橋
・
薄
朽
葉
、
あ
ほ
ひ
よ
 
 
 

た
け
 
 

か
ら
ず
、
着
ふ
く
だ
み
て
、
繋
い
と
う
つ
く
し
げ
に
て
、
丈
に
少
し
足
ら
ぬ
な
る
べ
し
、
 
 

こ
よ
な
く
お
く
れ
た
る
と
見
ゆ
、
「
若
君
の
持
て
お
は
し
つ
ら
む
は
、
な
ど
見
え
ぬ
。
 
 

か
ね
て
 
r
求
め
な
ど
は
す
ま
じ
J
と
た
ゆ
め
給
ふ
に
、
す
か
さ
れ
奉
り
て
、
よ
ろ
づ
は
、
 
 

つ
ゆ
こ
そ
求
め
侍
ら
ず
な
り
に
け
れ
と
、
い
と
く
や
し
く
、
少
し
、
さ
り
ぬ
べ
か
ら
む
 
 

物
は
、
分
け
取
ら
せ
給
へ
」
な
ど
嘗
ふ
さ
ま
、
い
み
じ
く
し
た
り
顔
な
る
に
、
に
く
く
 
 

な
り
て
、
「
い
か
で
こ
な
た
を
勝
た
せ
て
し
が
な
」
と
、
そ
ぞ
ろ
に
息
ひ
な
り
ぬ
。
こ
 
 
 

ほ
か
 

い
ち
 
 

の
君
、
「
こ
こ
に
も
外
ま
で
は
求
め
侍
ら
ぬ
も
の
を
。
若
君
は
何
を
か
は
」
と
答
へ
て
 
 

居
た
る
さ
ま
、
う
つ
く
し
。
う
ち
見
ま
は
し
て
渡
り
ぬ
。
 
 

高
二
〇
5
 
「
古
文
」
 
（
福
田
）
 
プ
リ
ン
ト
三
十
七
 
短
編
物
語
盲
 
 

よ
ろ
づ
は
つ
ゆ
こ
そ
求
め
侍
ら
ず
な
り
に
け
れ
 
さ
り
ぬ
べ
か
ら
む
物
 
い
か
で
こ
な
た
を
勝
た
 
 

若
君
は
な
に
を
か
は
 
 

て
し
が
な
 
 

そ
ぞ
ろ
な
り
 
 

こ
上
な
し
 
 

た
ゆ
む
 
 

す
か
す
 
 

つ
ゆ
 
 

あ
は
ひ
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こ
の
あ
り
つ
る
や
う
な
る
童
、
三
四
人
ば
か
り
つ
れ
て
、
「
わ
が
母
の
常
に
読
み
給
 
 
 

く
わ
ん
お
ん
＿
－
中
‥
つ
 
 

ひ
し
 
絞
首
絃
、
わ
が
御
前
負
け
さ
せ
奉
り
給
ふ
な
」
と
、
た
だ
こ
の
居
た
る
戸
の
 
 
 

も
と
に
し
も
向
き
て
念
じ
あ
へ
る
顔
を
か
し
け
れ
ど
、
あ
り
つ
る
生
や
嘗
ひ
出
で
む
と
 
 
 

息
ひ
ゐ
た
る
に
、
立
ち
走
り
て
あ
な
た
に
去
ぬ
。
い
と
細
き
声
に
て
 
 

か
ひ
な
し
と
な
に
嘆
く
ら
む
白
波
も
君
が
か
た
に
は
心
音
せ
て
む
 
 
 

と
青
ひ
た
る
を
、
さ
す
が
に
耳
疾
く
聞
き
つ
け
て
、
「
今
か
た
へ
に
開
き
給
ひ
つ
や
。
 
 
 

こ
れ
は
誰
が
言
ふ
べ
き
ぞ
」
「
観
音
の
出
で
給
ひ
た
る
な
り
」
「
う
れ
し
の
わ
ざ
や
。
姫
 
 
 

君
の
御
前
に
聞
こ
え
む
」
と
音
ひ
て
、
さ
育
ひ
が
て
ら
恐
ろ
し
く
や
あ
り
け
む
、
連
れ
 
 
 

て
走
り
入
り
ぬ
。
「
よ
し
な
き
こ
と
皇
ヨ
ひ
て
、
こ
の
わ
た
り
を
や
見
あ
ら
は
さ
む
」
 
 
 

と
 
 

と
胸
つ
ぶ
れ
て
、
さ
す
が
に
思
ひ
ゐ
た
れ
ど
、
た
だ
い
と
あ
わ
た
た
し
く
、
「
か
う
か
 
 
 

う
念
じ
っ
れ
ば
、
仏
の
た
ま
ひ
つ
る
」
と
誇
れ
ば
、
い
と
う
れ
し
と
思
ひ
た
る
声
に
て
、
 
 

つ
良
二
つ
l
 
 

「
ま
こ
と
か
は
と
よ
。
恐
ろ
し
き
ま
で
こ
そ
お
ば
ゆ
れ
」
と
て
、
頬
杖
つ
き
や
み
て
、
 
 

く
ふ
い
れ
 
 

う
ち
赤
み
た
る
ま
み
、
い
み
じ
く
う
つ
く
し
げ
な
り
。
「
い
か
に
ぞ
。
こ
の
軋
入
の
上
 
 
 

よ
り
、
ふ
と
物
の
落
ち
た
ら
ば
、
ま
こ
と
の
仏
の
御
徳
と
こ
そ
は
思
は
め
」
な
ど
首
ひ
 
 
 

合
へ
る
は
を
か
し
。
 
 

負
け
さ
せ
奉
り
給
ふ
な
 
か
ひ
な
し
と
…
 
さ
音
ひ
が
で
ら
 
 
 

観
音
経
－
r
妙
法
蓮
華
経
（
法
華
竺
】
第
八
巻
第
二
十
五
晶
「
せ
門
晶
」
の
通
称
、
歓
世
音
菩
薩
の
功
徳
が
書
 
 

さ
ん
 
か
れ
て
い
る
。
 
組
入
－
天
井
の
桟
を
格
子
状
に
組
ん
だ
も
の
。
 
 

高
l
一
〇
5
 
「
古
文
」
（
福
田
）
 
プ
リ
ン
上
二
十
八
 
短
絹
物
誰
7
 
 

念
ず
 
あ
ふ
 
 

あ
な
た
 
 

あ
り
つ
る
 
 

た
だ
…
に
し
も
 
 

耳
疾
し
 
 

よ
し
な
し
 
 

わ
た
り
 
 

見
あ
ら
は
す
 
 
 

さ
す
が
に
 
 

ま
み
 
 

う
つ
く
し
げ
な
 
 

L
れ
ソ
 
 

い
か
で
こ
れ
を
静
た
せ
ぼ
や
 
白
浪
に
…
 
謀
り
聞
こ
え
ぬ
よ
 
誰
が
と
も
な
く
て
 
人
も
や
あ
ら
じ
 
 

洲
浜
－
飾
り
物
と
し
て
木
石
・
花
鳥
な
ど
の
遣
り
物
を
裾
え
る
足
つ
き
の
台
。
洲
や
浜
の
汚
曲
を
模
し
た
形
を
L
 
 

て
い
る
。
 
う
つ
ほ
に
－
空
洞
に
。
 
う
つ
せ
月
－
月
の
一
種
か
。
中
味
の
貝
殻
と
も
。
 
蒔
く
ー
あ
ち
こ
ち
に
 
 

散
ら
す
。
 
ま
た
ま
た
も
ー
別
れ
の
挨
拶
の
青
葉
。
ま
た
ね
。
 
 
 

「
疾
く
帰
り
て
、
い
か
で
こ
れ
を
勝
た
せ
ば
や
」
と
息
へ
ど
、
昼
は
出
づ
べ
き
か
た
 
 
 

た  

t
■
－
 
 

も
な
け
れ
ば
、
す
ず
ろ
に
よ
く
見
暮
ら
し
て
、
夕
轟
に
立
ち
隠
れ
て
、
紛
れ
出
で
て
ぞ
、
 
 
 

う
つ
は
 
 

†
は
‡
ふ
 
 

え
な
ら
ぬ
洲
浜
の
三
曲
が
り
ば
か
り
な
る
を
、
空
洞
に
作
り
て
、
い
み
じ
き
小
箱
を
据
 
 
 

し
ろ
か
ね
こ
が
ね
は
ま
ぐ
り
 
 

ゑ
て
、
色
々
の
月
を
い
み
じ
く
多
く
入
れ
て
、
上
に
は
白
銀
黄
金
の
 
蛤
 
‥
つ
つ
せ
 
 
 

レ
ー
 
 

ひ
‡
‡
 
 

見
な
ど
を
、
隙
な
く
蒔
か
せ
て
、
手
は
い
と
小
さ
く
て
、
 
 

白
波
に
心
を
寄
せ
て
立
ち
寄
ら
ば
か
ひ
な
き
な
ら
ぬ
心
寄
せ
な
む
 
 
 

も
か
つ
さ
か
ど
 
 

す
い
じ
ん
 
 

と
て
、
引
き
結
び
つ
け
て
、
例
の
随
身
に
持
た
せ
て
、
ま
だ
 
暁
 
に
門
の
わ
た
り
を
 
 
 

は
か
 
 

た
た
ず
め
ば
、
昨
日
の
子
し
も
走
る
。
嬉
し
く
て
、
「
か
う
ぞ
。
謀
り
聞
こ
え
ぬ
よ
」
 
 
 

ふ
と
こ
ろ
 
 

と
て
、
 
懐
 
よ
り
を
か
し
き
小
箱
を
取
ら
せ
て
、
「
r
誰
が
」
と
も
な
く
て
、
さ
し
置
 
 

か
せ
て
来
給
へ
よ
。
さ
て
今
日
の
あ
り
さ
ま
の
見
せ
給
へ
よ
。
さ
ら
ば
ま
た
ま
た
も
」
 
 

と
音
へ
ば
、
い
み
じ
く
喜
び
て
、
た
だ
「
あ
り
し
戸
口
、
そ
こ
は
ま
し
て
今
日
は
人
も
 
 

や
あ
ら
じ
」
と
て
入
り
ぬ
。
 
 

高
二
〇
5
 
「
古
文
」
（
浦
田
）
 
プ
リ
ン
ト
三
十
九
 
短
編
物
語
8
 
 

あ
り
し
 
 

と
し
 
 

す
ず
ろ
な
り
 
 

え
な
ら
ぬ
 
 

い
み
じ
 
 
 

裾
ゆ
 
 

色
々
の
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さ
る
ぺ
き
人
こ
そ
な
け
れ
 
し
給
へ
る
な
め
り
 
い
と
を
か
し
く
て
見
ゐ
給
へ
り
と
や
 
 

南
の
高
僧
－
庭
に
面
し
た
南
向
き
の
‡
子
 
（
濡
れ
縁
）
 
の
ふ
ち
に
あ
る
柵
干
。
 
 

ナ
は
ま
 

か
う
ら
ん
 
 
 

洲
浜
、
甫
の
高
柵
に
置
か
せ
て
、
は
ひ
入
り
ぬ
。
や
を
ら
見
通
し
給
へ
ば
、
た
だ
 
 
 

さ
う
†
 

同
じ
ほ
ど
な
る
若
き
人
ど
も
、
二
十
人
ば
か
り
装
束
き
て
、
格
子
上
げ
そ
そ
く
め
り
。
 
 

こ
の
洲
浜
を
見
つ
け
て
、
「
あ
や
し
く
、
誰
が
し
た
る
ぞ
、
誰
が
し
た
る
ぞ
」
と
青
へ
 
 
 

さ
の
ふ
 
 

ば
、
「
さ
る
べ
き
人
こ
そ
な
け
れ
。
思
ひ
待
つ
。
こ
の
、
昨
日
の
仏
の
し
給
へ
る
な
め
 
 

り
。
あ
は
れ
に
お
は
し
け
る
か
な
」
と
喜
び
巌
ぐ
さ
ま
の
、
い
と
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
 
 

あ
 
 

ば
、
い
と
を
か
し
く
て
見
ゐ
拾
へ
り
、
と
や
。
 
 

高
二
〇
5
 
「
古
文
」
 
（
福
田
）
 
プ
リ
ン
ト
四
十
 
短
編
物
語
9
 
 

や
を
ら
 
 

装
束
く
 
 

，
で
そ
く
 
 

あ
や
し
 
 

さ
る
ぺ
き
人
 
 

も
の
ぐ
る
ほ
し
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